
 

 

 

 

 

■トピックス１ 
◇ビルへの樹脂窓の普及 －マンションの冬期温熱環境測定を実施－ 
 

■トピックス２ 
◇マテリアルリサイクル受入施設一覧の更新 

 

 

◇ビルへの樹脂窓の普及 －マンションの冬期温熱環境測定を実施－  
 
塩ビ工業・環境協会では、「ZEB /ZEH 注 1の実現を考える会(委員長:芝浦工業大学/秋元 

教授)」を設置して、産学官の連携で、ビルへの樹脂窓の普及を目指した研究活動を行って

います。先のメルマガ No.600 においては、ホテル・老健施設での窓種の違いによる温熱

環境測定結果について紹介しましたが、今回は集合住宅において樹脂窓を使用した場合の

温熱環境測定を行いました。 
 
 (一社)日本サッシ協会の住宅用建材使用状況調査注 2によれば、新築の戸建て住宅では、

樹脂窓 19%、アルミ樹脂複合窓 54%、アルミ窓 26%となり、樹脂窓やアルミ樹脂複合窓

という高断熱性窓の割合が 73%に達しました。しかし、集合住宅や非住宅には、ほとんど

普及が進んでいないとされています。 
 
そこで、集合住宅への樹脂窓の普及に向けて温熱環境改善効果を実証するため、今回は

都内の集合住宅で冬期の窓種の違いによる温熱環境測定を行いました。測定期間は１月下

旬から２月上旬で、前半は内窓を外したアルミサッシの状態、後半は内窓を取り付けて窓

の断熱性能を向上した状態（断熱性能的に樹脂窓に近いため、樹脂窓のモデルとした）で

測定しました。期間中、外気温の最低値は氷点下になる日もありました。 
 
測定は、集合住宅のリビングと洋室で行い、部屋の窓際と中央付近で上下方向の温湿度

などを測定すると共に、測定期間中の暖房の消費電力を計測しました。その結果の概要は

以下のとおりです。 
アルミ窓に比べて樹脂窓は、室内の上下方向の温度差、窓際と室内中央部の温度差(すな

わち水平方向の温度差)共に小さい。言い換えると、頭部が暑いのに足元が寒いという不快

を感じることが少なく、窓付近に近寄ると急に寒く感じることも少なくなります。これは、

居住者の実感とも一致していました。また、一日あたりの暖房エネルギーは、樹脂窓期間

はアルミ窓期間の約 25%減になっていました。 
 
このように、アルミ窓に比べて樹脂窓を使用した場合、室内の温熱環境が改善され、か

つ冬期の暖房エネルギーが削減されることが、実測データにより明らかになりました。こ

れらの詳細は、日本建築学会等で発表される予定です。 
今後、これらの解析結果と、一年を通しての室内温熱環境と消費エネルギーのシミュレー
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■トピックス１ 

http://www.vec.gr.jp/mag/600/mag_600.pdf


ション結果を、小冊子にまとめてパンフレットとすることで、非木造への樹脂窓普及促進

に役立ていく予定です。 
 
一方で、集合住宅の省エネ・省 CO2 化、ZEH の実現を目指して、平成 30 年度に、経

産省と環境省による「ZEH－M(マンション)支援制度」が始まります。ここでは、全住戸に

対して断熱性の高い強化外皮基準が要求されています。今回の結果から、開口部に断熱性

に優れた樹脂窓を採用することで、高い省エネルギー効果が得られることが明らかになり、

このことが ZEH－M 支援制度を後押しできると期待されます。 
 

注 1） ZEB（ネットゼロエネルギービルディング）/ ZEH（ネットゼロエネルギーハウス） 
注 2） 住宅用建材使用状況調査 平成 30 年 3 月 (一社)日本サッシ協会 
 

 

 

◇マテリアルリサイクル受入施設一覧の更新 

 

 塩ビ工業・環境協会（ＶＥＣ）のホームページ上に掲載しているマテリアルリサイクル

の受入施設に関する情報を 4 月末に更新しました。 
 
 塩ビはマテリアルリサイクル性能に優れていることから、国内で多くの業者がマテリア

ルリサイクルに取り組んでいます。ＶＥＣは、この様な塩ビ製品のマテリアルリサイクル

を推進する目的で、以前よりホームページのリサイクル情報の項目において“マテリアル

リサイクルの受入施設一覧”と、これを製品別にまとめた”製品別受入施設一覧”を掲載

しています。しかし、前回の改訂から４年が経過して更新が必要になったこと及びより幅

広く受入施設の情報を収集して提供したい思いから、今回アンケート調査を実施して、リ

ストの更新を行いました。 
 
 本更新により、掲載業者数は以前の５４社から７８社に増加しました。今回はパイプ・

継手、成型品、硬質フィルムなどの硬質塩ビ、並びに軟質塩ビの農ビ、一般フィルムの掲

載業者数が増加しました。 
 今後もより広く利用いただけることを願っています。 
 
 

■トピックス２ 

リサイクル情報ページ マテリアルリサイクルの受入施設一覧 

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/zeh/pdf/pamp2018.pdf
http://www.vec.gr.jp/recycle/recycle5_3.html
http://www.vec.gr.jp/recycle/pdf/material_recycle_list.pdf�
http://www.vec.gr.jp/recycle/recycle5_3.html�

